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安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

平
成
19
年
国
東
市
消
防
団
出
初
式
を
実
施

消
防
庁
長
官
表
彰

１  
永
年
勤
続
退
団
者

（
15
年
以
上
）

松
本
　

恭
市
　
　

山
口
　

義
文

池
田
嘉
二
郎
　
　

西
村
　

博
文

小
野
　

正
俊
　
　

宮
永
　

新
市

谷
口
　

正
宏
　
　

吉
田
　

幸
次

小
野
　

泰
行
　
　

岐
部
忠
治
郎

古
川
　
　

直
　
　

鳥
羽
　

浩
介

梶
原
　

二
郎
　
　

荒
木
　

信
宏

小
串
　

利
勝
　
　

室
　
　

秀
之

久
保
　

省
三
　
　

秋
吉
　

浩
幸

野
田
　
　

剛
　
　

竹
田
津
　

尚

猪
俣
　

重
義
　
　

郷
司
　

芳
久

和
田
　

哲
朗
　
　

西
尾
　

伸
吉

吉
武
　

博
文
　
　

黒
木
　

伸
也

萱
島
　

和
行
　
　

山
下
　

洋
己

末
綱
　
　

巌
　
　

皆
元
　

英
雄

國
政
　

輝
彦
　
　

長
谷
　

繁
喜

秦
　
　

道
糊
　
　

吉
田
　

克
彦

幸
松
　
　

輝
　
　

都
留
　

桂
一

糸
永
　
　

誠
　
　

岩
尾
　
　

徹

渡
邊
　

博
文
　
　

和
田
　

俊
一

財
前
　

滝
生
　
　

長
野
　

英
昭

吉
水
　

良
仲
　
　

藤
原
　

昭
則

青
木
　

正
一
　
　

小
俣
　

義
夫

佐
藤
　

克
典
　
　

森
松
　

新
二

吉
田
　

徹
哉
　
　

阿
部
　

泰
世

茂
倉
充
一
郎
　
　

片
山
　

幹
一

２  

永
年
勤
続
功
労
章

　

安
岐
町
消
防
団

　

団
長
　

矢
野
　

千
里

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

１  
表
彰
旗

　
　
　

国
見
町
消
防
団

２  

竿
頭
綬

　
　
　

国
東
町
消
防
団

３  

勤
続
章

　
　
　

井
上
　

桂
二

　
　
　

吉
武
　

茂
則

大
分
県
知
事
表
彰

◎
消
防
功
労
章

　
　
　

副
団
長
　

山
本
　

博
幸

◎
永
年
勤
続
功
労
章

　
　
　

吉
武
　

茂
則

　
　
　

井
上
　

桂
二

大
分
県
消
防
協
会
長
表
彰

◎
永
年
勤
続
功
労
者

（
35
年
以
上
）

国
廣
　

幸
美
　
　

園
田
　

豊
稔

（
25
年
以
上
）

川
上
鉄
之
助
　
　

猪
俣
　

哲
一

小
野
　

次
夫
　
　

有
松
　

義
夫

水
元
雄
一
郎
　
　

長
野
　

武
広

（
20
年
以
上
）

並
川
　

敏
幸
　
　

松
成
　

道
彦

山
本
　

浩
己
　
　

山
本
　

昌
輝

石
川
　

雅
也
　
　

本
田
　

勝
久

永
松
　

一
則
　
　

清
成
　

昭
則

渕
上
　
　

勇

（
15
年
以
上
）

消
防
庁
長
官
表
彰
永
年
勤
続
退

団
者
（
15
年
以
上
）
と
同
じ

大
分
県
消
防
防
災

対
策
協
議
会
長
表
彰

山
口
　

英
則
　
　

三
重
野
修
二

野
田
　

政
美
　
　

矢
野
　

誠
治

手
嶋
　

立
三

国
東
市
長
表
彰

◎
永
年
勤
続
功
労
者

（
15
年
以
上
）

岸
田
　

和
章
　
　

井
上
　
　

浩

荒
巻
　

正
三
　
　

野
口
　
　

登

猪
野
　

寿
直
　
　

前
田
　
　

剛

吉
岡
　

幸
利
　
　

野
上
　
　

力

迫
　
　

直
樹
　
　

橋
本
　

雅
則

山
野
　

一
行
　
　

大
塚
　

正
秀

佐
藤
　

伸
吉
　
　

宮
本
　

一
茂

吉
本
　

裕
之
　
　

平
野
金
次
郎

佐
藤
　

宗
朝
　
　

宮
永
　

隆
章

小
城
　

勝
義
　
　

葦
苅
　

智
生

溝
部
　

雅
彦
　
　

河
野
　

元
秀

重
並
　

嘉
文
　
　

堀
口
　

祐
士

橋
上
　

智
和
　
　

金
林
　
　

悟

佐
藤
　

信
浩
　
　

小
野
　

栄
治

山
下
　

進
高
　
　

芦
苅
喜
一
郎

川
田
　

伸
幸

（
10
年
以
上
）

岐
部
　

富
夫
　
　

津
崎
　
　

真

高
木
　
　

茂
　
　

宮
本
　

孝
憲

秋
吉
　

健
治
　
　

仲
　
　

栄
樹

舟
部
　

正
敏
　
　

村
上
　

啓
二

福
田
　

信
広
　
　

小
谷
　

貴
弘

長
野
　

弘
宣
　
　

宮
川
　

義
信

秋
廣
　

英
伸
　
　

堀
　
　

伴
忠

江
藤
　
　

武
　
　

伊
藤
　

淳
二

吉
田
　

亮
一
　
　

鶴
田
　

明
展

徳
丸
　

宏
信
　
　

小
原
　

雅
彦

中
村
　

隆
雄
　
　

中
野
　

栄
治

郷
司
　

幸
生
　
　

千
疋
　

陽
一

佐
藤
高
志
郎
　
　

一
丸
　

利
弘

泉
　
　

文
彦
　
　

田
中
　
　

太

吉
武
　

勝
利
　
　

金
林
　

恵
二

岩
崎
　

貴
彦
　
　

松
原
　

康
雄

鹿
嶋
　

弘
幸
　
　

鹿
上
　

優
二

前
原
　

忠
義
　
　

松
廣
　

茂
樹

伊
藤
　

文
生
　
　

瀧
口
　
　

猛

山
下
　

政
俊
　
　

佐
藤
　

勝
広

西
村
　

和
彦
　
　

森
　
　

正
司

森
　
　

利
夫
　
　

川
嶋
　

陽
明

厚
田
　

俊
之
　
　

岩
武
　

政
則

一
丸
　

順
二
　
　

都
留
　

憲
一

三
浦
　

忠
孝
　
　

都
留
　

一
真

友
成
　

恒
二
　
　

渕
上
　

幸
司

平
山
　

道
明
　
　

宇
佐
野
昭
法

園
部
　

政
俊
　
　

中
西
　

裕
之

三
浦
　
　

誠
　
　

手
嶋
　

治
之

松
原
　

剛
士
　
　

松
原
　

和
彦

馬
場
　

伸
明
　
　

永
松
　

俊
宏

宇
都
宮
　

昭
　
　

高
木
　

章
郎

高
橋
孝
一
郎
　
　

本
多
　

博
章

古
庄
　

昭
彦
　
　

南
　
　

英
彰

◎
特
別
功
労
者

　

国
見
町
消
防
団

　
　

団
　

長
　
　

森
田
　

義
次

　

国
見
町
消
防
団

　
　

副
団
長
　
　

谷
口
　

正
宏

　

武
蔵
町
消
防
団

　
　

団
　

長
　
　

平
塚
　

義
憲

　

安
岐
町
消
防
団

　
　

副
団
長
　
　

藤
川
　

文
明

◎
火
災
の
鎮
圧
に

　

協
力
の
あ
っ
た
者

　
　
　

藤
本
　

幸
松

被
表
彰
者
名
簿 

（
敬
称
略
）

　

平
成
19
年
の
新
春
を
飾
る

国
東
市
消
防
団
（
池
田
一
彌

団
長
・
１
０
６
０
名
）
の
出

初
式
が
、
１
月
14
日
㈰
午
前

９
時
か
ら
国
東
陸
上
競
技
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
国
東
市

消
防
団
と
し
て
の
初
め
て
と

な
る
出
初
式
に
は
、
池
田
団

長
を
は
じ
め
市
内
４
つ
の
方

面
隊
か
ら
４
３
３
名
の
消
防

団
員
が
出
動
し
、
終
始
き
び

き
び
し
た
規
律
あ
る
動
作
で

各
種
の
点
検
を
受
け
ま
し

た
。

　

池
田
団
長
の
人
員
報
告
に

続
き
、
照
山
俊
一
市
長
・
森

正
二
助
役
や
来
賓
の
皆
さ
ん

が
中
隊
毎
に
団
員
の
服
装
な

ど
を
点
検
し
た
後
、
昨
年
８

月
に
由
布
市
で
開
催
さ
れ
た

「
第
24
回
大
分
県
操
法
大

会
」
に
市
代
表
と
し
て
出
場

し
た
武
蔵
方
面
隊
第
12
分
団

第
１
部
手
野
班
・
吉
広
班
の

皆
さ
ん
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ

操
法
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
国
見
方
面
隊

（
指
揮
者
・
山
口
英
則
分
団

長
）・
武
蔵
方
面
隊
（
指
揮

者
・
厚
田
孝
士
分
団
長
）
に

よ
る
停
止
間
、
国
東
方
面
隊

（
指
揮
者
・
栗
林
正
弘
分
団

長
）・
安
岐
方
面
隊
（
指
揮

者
・
橘
浩
之
分
団
長
）
に
よ

る
行
進
間
の
小
隊
訓
練
が
披

露
さ
れ
、
団
員
の
皆
さ
ん
が

日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
い

か
ん
な
く
発
揮
し
、
会
場
に

訪
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

池
田
団
長
を
先
頭
に
分
列

行
進
を
し
た
後
、
照
山
市
長

の
講
評
が
あ
り
、
消
防
活
動

に
貢
献
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
に

対
し
て
の
表
彰
が
あ
り
ま
し

た
。
大
分
県
知
事
代
理
の
宇

都
宮
鉄
男
県
生
活
環
境
部
審

議
監
、
猪
俣
俊
雄
市
議
会
議

長
、
三
浦
公
、
小
野
弘
利
両

県
議
会
議
員
、
城
井
雅
伸
国

東
警
察
署
長
が
祝
辞
を
述
べ

た
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

旧
安
岐
町
消
防
団
副
団
長
の

藤
川
文
明
さ
ん
が
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

表
彰
の
後
、
会
場
を
野
球

場
に
移
し
て
、
小
型
動
力
ポ

ン
プ
20
台
に
よ
る
放
水
点
検

が
行
わ
れ
点
検
の
す
べ
て
を

終
了
し
ま
し
た
。
点
検
会
場

に
は
、
各
行
政
区
の
区
長
な

ど
大
勢
の
皆
さ
ん
が
見
学
に

訪
れ
、
消
防
団
員
の
士
気
旺

盛
な
規
律
あ
る
動
き
に
終
始

真
剣
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

▲人員服装点検

▲野球場での放水点検 ▲表彰式のようす
▲ポンプ操法を披露した武蔵方面隊第１２分
　団第１部（手野班・吉広班）の皆さん

▲ラッパ隊の演奏にあわせて、団員と消防車輌による分列行進を行いました

▲行進間の小隊訓練を行う国東方面隊・安岐方面隊の皆さん▲停止間の小隊訓練を行う国見方面隊・武蔵方面隊の皆さん

特集1


